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ジェネリック医薬品の使用割合（数量ベース_医科＋歯科＋調剤）
東京支部（医科歯科調剤計） 全支部（医科歯科調剤計）

で計100％
（端数による誤差が生じる場合あり）

注1. 協会けんぽ（一般分）の医科、DPC、歯科、調剤の電子レセプトについて集計したもの（算定ベース）。

注2.「数量」とは、薬価基準告示上の規格単位ごとに数えた数量。

注3.「使用割合」は、[後発医薬品の数量]÷([後発医薬品のある先発医薬品の数量]＋[後発医薬品の数量])で算出。

医薬品の区分は、厚生労働省「各先発医薬品の後発医薬品の有無に関する情報」による。速報値。

約11.2％各シェアは 約0.3％ 約88.5％

東京支部と全支部の差は0.8％,全国37位。
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年齢別のジェネリック医薬品使用割合

（R7.9月分・数量ベース・医科歯科調剤計）

東京支部 全支部計
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年齢別のジェネリック薬と先発薬の構成割合

（R7.9月分・数量ベース・医科歯科調剤計）

ジェネリック薬（東京支部） 先発薬（東京支部）

ジェネリック薬（全支部計） 先発薬（全支部計）

※全年齢の合計を100％として、年齢層別にジェネリック薬と先発薬に分けています。

グラフ中の全ての％の合計が、各支部100％になります（端数による誤差あり）。
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薬効分類別のジェネリック医薬品使用割合

（R7.9月分・数量ベース・医科歯科調剤計）

東京支部 全支部計
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薬効分類別のジェネリック薬と先発薬の構成割合

（R7.9月分・数量ベース・医科歯科調剤計）

ジェネリック薬（東京支部） 先発薬（東京支部）

ジェネリック薬（全支部計） 先発薬（全支部計）

※全薬効分類の合計を100％として、薬効分類層別にジェネリック薬と先発薬に分けています。

グラフ中の全ての％の合計が、各支部100％になります（端数による誤差あり）。


